
　
「
三
十
一
歳
の
義
理
の
妹
は
、
早

朝
の
市
場
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
で
、
こ
の
よ
う
に
建
物
が
崩
壊

し
、
下
敷
き
に
な
り
ま
し
た
」
生
々

し
い
崩
壊
現
場
の
画
像
と
と
も
に
瀬

戸
講
師
が
、
み
ず
か
ら
の
悲
痛
な
思

い
を
語
る
と
、
会
場
は
シ
ー
ン
と
静

ま
り
返
っ
た
。
平
成
七
年
一
月
十
七

日
の
震
災
当
時
、
神
戸
市
の
職
員

だ
っ
た
瀬
戸
氏
は
、
N
P
O
「
神
戸

の
絆
２
０
０
５
」
の
会
員
。
機
会
あ

る
ご
と
に
、
全
国
で
震
災
の
語
り
部

と
し
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

瀬
戸
氏
に
よ
る
と
、
震
災
前
の
神

戸
で
は
、「
大
地
震
が
起
き
る
な
ん

て
誰
ひ
と
り
想
像
し
て
い
な
か
っ

た
」
と
い
う
。
で
あ
る
か
ら
、
震
災

に
備
え
て
の
訓
練
、
準
備
な
ど
も

怠
っ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。
も
し

か
す
る
と
そ
れ
は
、「
地
震
が
起
き

て
も
、都
心
で
は
な
い
か
ら
大
丈
夫
」

と
い
う
、
八
王
子
市
の
人
々
の
今
の

思
い
と
似
通
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
感
じ
さ
せ
る
瀬
戸
氏
の
講

演
に
、
皆
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

地
震
発
生
当
時
、
神
戸
市
内
の
消

防
局
庶
務
課
に
勤
務
し
、
救
護
活
動

後
方
支
援
に
身
を
挺
し
た
瀬
戸
氏
。

氏
に
よ
る
と
、
神
戸
市
で
地
震
に
よ

り
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
う
ち
、
自

力
で
脱
出
で
き
な
か
っ
た
人
が
三
万

五
千
人
。
そ
の
内
、
消
防
や
警
察
に

よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
の
は
、
た
っ
た

の
22
，５
％
。
残
り
の
77
，５
％
は
市

民
に
よ
る
救
助
だ
と
い
う
。

 

「
あ
の
状
況
で
は
，
警
察
も
消
防
も

人
手
不
足
な
の
は
如
実
。で
す
の
で
、

い
か
に
普
段
、
隣
近
所
、
自
治
会
、

町
会
な
ど
で
横
の
連
結
を
深
め
て
い

る
か
が
大
事
。
隣
の
●
●
さ
ん
が
家

の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
！
と
な
れ

ば
、
皆
，
協
力
し
て
助
け
合
う
は
ず
」

と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
地
域

の
つ
な
が
り
と
消
防
署
、
区
役
所
な

ど
を
結
び
「
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、

災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
す
る
方
法

だ
と
。
身
を
以
て
大
震
災
を
体
験
し

た
リ
ア
リ
テ
ィ
の
あ
る
言
葉
に
、
深

く
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
一
日
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
後
第
三
部
は
、
創
価
大
学
パ

イ
オ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
団
員
六
十
名
に

よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
、
盛

会
の
う
ち
に
研
修
会
の
幕

は
閉
じ
ら
れ
た
。

※
広
報
部
の
濵
野
益
男
氏

に
よ
る
詳
し
い
レ
ポ
ー
ト

が
、
町
自
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
ま
す
と
同
時
に
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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地
元
の
結
束
こ
そ
が
、

災
害
か
ら
人
々
を
救
う
！！

他
人
事
で
は
な
い

今
、私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と

上＆下左　瀬戸氏はビジュアルをまじえな
がら、大震災の経験からくる教訓を語った
下右　「夕焼け小焼け」「サウンド • オブ •
ミュージック」などの曲目が演奏された

詳細は町自連ホームページをご覧下さい！

さ
る
二
月
二
十
四
日
、
町
自
連
研
修
会
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」を
開
催

阪
神
淡
路
大
震
災
経
験
者
の
瀬
戸
利
夫
氏
が
体
験
を
交
え
た
教
訓
を
語
っ
た



　

新
町
は
江
戸
期
以
来
の
町
名
で

す
。
旧
甲
州
街
道
、
八
王
子
横
山

十
五
宿
の
東
端
、
す
な
わ
ち
八
王
子

宿
の
入
り
口
で
し
た
。

　

町
会
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
続
い

て
い
る
三
つ
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
閻
魔
様
の
縁
日
（
一
月

十
六
日
、
七
月
十
六
日
）、
二
つ
目

は
八
幡
八
雲
神
社
の
例
祭
で
す
。
そ

し
て
三
つ
目
が
、
新
町
永
福
稲
荷
神

社
例
祭
し
ょ
う
が
祭
り
で
す
。
こ
の

神
社
は
、
八
王
子
の
嶋
屋
と
い
う
絹

問
屋
の
後
継
で
八
光
山
権
五
郎
力
士

が
宝
暦
六
年
八
月
二
日
落
成
と
同
日

に
相
撲
を
奉
納
し
、
以
来
毎
年
奉
納

相
撲
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
毎
年
九
月
第
一
土
曜
日

に
祭
礼
が
行
わ
れ
、
竹
の
花
公
園
に

舞
台
を
作
り
芸
人
を
呼
び
，
奉
納
演

芸
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
毎
年
千

人
近
い
お
客
さ
ん
が
お
見
え
に
な
り

演
芸
を
見
て
，
縁
起
物
の
「
し
ょ
う

が
」
や
勝
運
軍
配
を
買
っ
て
お
帰
り

に
な
り
ま
す
。
神
社
境
内
に
は
八
光

山
権
五
郎
力
士
の
石
像
も
あ
り
，
触

る
と
力
が
い
た
だ
け
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
祭
礼
は

九
月
四
日
で
す
。
ど
う
ぞ

お
越
し
下
さ
い
。

（
東
部
地
区
連
合
会　

新
町
町
会
相
談
役
檜
山
茂
）
　

西
部
第
三
地
区
連
合
会

で
は
、
東
京
都
の
「
地
域
の
底
力
再

生
事
業
」
の
助
成
を
受
け
て
、
近
隣

町
会
（
第
二
小
学
校
区
内
）
に
も
呼

び
か
け
、
十
二
町
会
が
連
携
し
、「
わ

た
し
の
街
の
安
全
・
安
心
手
作
り

マ
ッ
プ
」の
作
成
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
作
製
の
基
礎
と
な
る
調
査

は
、
町
会
が
主
体
と
な
り
、
毎
年
地

域
の
安
全
・
安
心
手
作
り
マ
ッ
プ
を

作
っ
て
い
る
二
小
の
六
年
生
を
は
じ

め
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
、

P
T
A
、
商
店
会
等
が
協
働
し
て
、

十
二
町
会
毎
に
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
参
加
し
、
町
会
の
一
時
避
難

わ
が
ま
ち

N
E
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「
わ
た
し
の
街
の
安
全
•

安
心
手
作
り
マ
ッ
プ
」完
成

場
所
は
ど
こ
か
、
防
災

倉
庫
の
場
所
、
災
害
用
備

蓄
品
の
確
認
を
は
じ
め
、

防
犯
灯
、
消
火
器
、
消
火

栓
等
み
ん
な
で
調
査
し
た

結
果
を
、
十
二
町
会
が
持

ち
寄
り
マ
ッ
プ
の
作
製
を

㈱
ゼ
ン
リ
ン
に
依
頼
し
ま

し
た
。
二
月
二
十
五
日
に

二
小
体
育
館
に
て
マ
ッ
プ
の

完
成
を
か
ね
、
そ
の
贈
呈
式

と
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

マ
ッ
プ
の
サ
イ
ズ
は
、
縦

八
十
㎝
横
百
二
十
㎝
で
カ

ラ
ー
の
マ
ッ
プ
を
十
二
町
会

約
四
千
五
百
世
帯
に
「
災
害
時

用
常
備
品
一
覧
」
と
一
緒
に
配

布
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
を
通
じ
、
地
域
の
安

全
・
安
心
は
十
二
町
会
が
一
体
と

な
っ
て
取
組
む
合
意
が
な
さ
れ
、
更

に
十
二
町
会
内
一
万
余
の
町
会
員
が

災
害
に
強
い
街
に
な
る
よ
う
、
有
事

の
際
に
は
み
ん
な
で
助
け
合
う
街
に

な
る
よ
う
、
日
頃
の
防
火
・
防
犯
・

防
災
に
対
し
万
全
の
備
え
を
心
が
け

る
良
い
機
会
に
な
り
、
地
域
力
の
更

な
る
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
西
部
第
三
地
区
連
合
会
長

宮
道　

邦
男
）

大
／
演
芸
大
会
に
は
老
若
男
女
た
く
さ
ん

の
人
々
が
集
う　

小
／
屋
台
で
は
、
厄
を

取
り
払
う
と
い
う
生
姜
が
売
ら
れ
る

わ
が
ま
ち

N
E
W
S
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新
町
の
祭
礼



　

今
回
、
当
町
自
連
の
事
業
計
画
の

一
つ
で
あ
る
「
管
外
研
修
」
に
「
町

会
等
地
区
連
合
会
交
流
事
業
補
助

金
」
の
交
付
を
受
け
、
近
い
将
来
発

生
が
予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
に
対
す

る
現
地
の
防
災
対
策
の
現
状
を
視

察
・
研
修
す
る
た
め
静
岡
市
に
あ
り

ま
す「
静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
」

へ
お
願
い
し
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
月
一
日
早
朝
に
八
王
子
を

二
十
三
名
の
町
会
・
自
治
会
長
で
発

ち
車
内
で
は
「
東
海
地
震
の
概
要
と

静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
の
予
備

知
識
」
を
予
習
し
な
が
ら
現
地
に
到

着
し
ま
し
た
。

　
「
静
岡
県
地
震
防
災
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
東
海
地
震
に
対
す
る
静
岡
県

の
取
組
み
の
現
状
を
映
像
・
パ
ネ
ル

わ
が
ま
ち

N
E
W
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等
を
用
い
て
専
門
の
係
員
の
方
か
ら

の
説
明
で
、
津
波
の
実
演
、
東
海
地

震
の
し
く
み
、
地
震
体
験
、
耐
震
構

造
の
家
屋
等
地
震
に
つ
い
て
の
心
構

え
を
体
験
を
通
じ
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
非
常
に
参
考
に
な
っ
た

事
は
、
静
岡
県
で
は
「
東
海
地
震
は

必
ず
起
こ
る
」
と
い
う
事
を
全
県
民

に
周
知
徹
底
し
て
い
る
こ
と
で
し

た
。
や
や
も
す
る
と
机
上
の
計
画
に

な
り
が
ち
な
防
災
計
画
で
す
が
、
静

岡
県
で
は
新
築
家
屋
の
建
築
許
可
、

道
路
の
整
備
、
そ
れ
に
付
随
す
る
電

気
・
水
道
・
ガ
ス
等
の
工
事
も
耐
震

性
の
優
れ
た
も
の
に
指
導
を
し
て
、

地
震
に
強
い
静
岡
県
を
目
指
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、「
地

震
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
が
全
家
庭

に
配
布
さ
れ
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
通
し
て
自
助
・
共
助
・
公
助
が

行
政
の
末
端
ま
で
の
周
知
徹
底
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。研
修
終
了
後「
舘

山
寺
温
泉
」
で
一
泊
懇
親
を
深
め
翌

日
は
浜
松
航
空
自
衛
隊
基
地
を
見
学

し
無
事
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
我
々
も

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
来
る
」
と
い

う
事
を
肝
に
め
い
じ
て
防
災
対
策
を

推
進
し
、
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
に

ま
い
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
横
山
南
地
区
連
合
会　

会
長　

黒
澤
愛
治
）

　

十
一
月
一
日
、
田
町
ス
ト
リ
ー
ト

で
地
域
の
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
と
し

て
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

各
町
会
自
治
会
か
ら
多
く
の
模
擬

店
と
出
演
団
体
も
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
、
そ
し
て
地
区
内
、
八
王
子
市

内
で
活
躍
す
る
団
体
二
百
八
十
名
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

沿
道
の
観
客
含
め
，
集
ま
っ
た

人
数
は
総
勢
三
千
人
に
な
り
ま

す
。

　

当
連
合
会
で
は
，
例
年
，
年

一
回
の
運
動
会
を
各
町
会
の
親

睦
交
流
の
場
と
し
て
き
ま
し
た

が
，
高
齢
化
に
伴
い
，
限
ら
れ

た
参
加
者
し
か
見
込
め
な
く

な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
新

わ
が
ま
ち

N
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元
横
地
区
連
合
会
交
流
会

た
な
地
域
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場
を
模

索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
町
自
連
か
ら

都
の
助
成
事
業
を
知
り
，
本
地
区
連

合
会
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
新

た
な
か
つ
大
き
な
事
業
に
な
る
と
思

い
，
各
町
会
長
全
員
が
，
本
事
業
成

功
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
活
動
の
中
で
，
自
然
と
地

域
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
機

会
が
増
え
、
親
睦
も
深
ま
っ
て
き
た

の
で
す
。
当
日
は
，
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
し
た
町
会
の
役
員
が
団
結
し

て
取
り
組
み
、
役
員
同
士
の
交
流
が

広
が
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
地
域
住
民
か
ら

も
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
，
本
地
区
連
合
会
の
「
地
域
の

底
力
」
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
限
り
で
は
な
く
，
今
後
も
引

き
続
き
，
本
地
区
連
合
会
の
重
要
な

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
元
横
地
区
連
合
会　

実
行
委
員
長　

菅
原
健
司
）

「
ふ
れ
あ
い
交
流
」
開
催

横
山
南
地
区
連
合
会

東
海
地
震
対
策
に
学
ぶ

太鼓の連が出演，屋台もたくさん出て、特に子供たちは大喜び

皆で地震の体験



　

今
年
度
の
事
業
助
成
の
交
付
を
市

内
で
連
合
会
四
団
体
，
単
位
町
会
自

治
会
六
団
体
が
交
付
を
受
け
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
前
ペ
ー
ジ
で
ご
紹

介
し
た
元
横
地
区
の
「
ふ
れ
あ
い
交

流
」，
西
部
第
三
地
区
の
「
わ
た
し

の
街
の
安
全
•
安
心
手
作
り
マ
ッ

プ
作
り
」
が
そ
の
二
例
で
す
。

　

二
十
二
年
度
も
東
京
都
で
は
申
請

受
付
を
実
施
し
ま
す
の
で
，
詳
し
く

は
左
記
の
市
協
働
推
進
課
か
、
ま
た

は
町
自
連
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

八
王
子
市
協
働
推
進
課

　
　

☎
６
２
０

-

７
４
０
１

　

昨
年
度
よ
り
八
王
子
市
か
ら
交
流

事
業
補
助
金
の
交
付
事
務
を
委
託
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
九
件
の
申
請

が
あ
り
、
合
計
八
十
七
万
円
の
交
付

を
行
い
ま
し
た
。
交
付
状
況
は
町
自

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
覧
」
の
中
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
前
ペ
ー
ジ
の
横
山
南
地
区

「
東
海
地
震
対
策
に
学
ぶ
」
は
、
交

付
団
体
の
一
例
で
す
。

　

本
年
一
月
二
十
七
日
、
町
自
連

と
N
P
O
法
人
市
民
活
動
協
議
会

に
よ
る
第
二
回
意
見
交
換
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
，昨
年
の
ト
ッ

プ
会
談
に
加
え
、
町
自
連
側
か
ら
前

野
事
務
局
長
、
協
議
会
側
か
ら
役
員

三
名
も
同
席
。
秋
間
会
長
と
同
協
議

会
の
石
井
理
事
長
に
よ
る
活
発
な
意

見
、
そ
し
て
情
報
の
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
会
談
で
は
、
以
下
の
よ
う

な
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
成
果
が
上
が

っ
た
と
言
え
ま
す
。

一
、
私
た
ち
町
会
会
員
が
、
地
域
の

抱
え
る
様
々
な
課
題
解
決
に
向
け
，

同
じ
く
専
門
性
を
活
か
し
地
域
課
題

に
取
り
組
む
N
P
O
な
ど
の
市
民

団
体
と
協
力
し
合
う
に
は
、
ま
ず
活

動
自
体
に
関
心
を
持
ち
，よ
く
知
る
。

二
、
市
民
活
動
団
体
の
会
員
も
よ
り

い
っ
そ
う
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を

展
開
し
，
地
元
町
会
活
動
の
担
い
手

と
し
て
積
極
的
に
関
わ
る
。

　

町
自
連
の
広
報
紙
「
町
自
連
だ
よ

り
」
は
従
来
年
二
回
発
行
し
各
戸
配

布
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
年
二
回
の
発
行
で
は
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
広
報
は
で
き
な
い
と

の
観
点
か
ら
，
さ
ら
に
各
戸
配
布
の

手
間
の
問
題
も
考
慮
し
て
、
新
た
に

「
広
報　

町
自
連
」
と
し
て
原
則
年

四
回
、
回
覧
形
式
で
発
行
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
旨
，
各
町

会
、
自
治
会
に
も
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、
お
伝
え
す

る
記
事
の
多
さ
と
発
行
の
時
期
的
な

問
題
も
勘
案
し
，
二
十
一
年
度
の
区

切
り
と
し
て
従
来
の
「
町
自
連
だ
よ

り
」
第
十
号
を
発
行
し
各
戸
配
布
を

お
願
い
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
平
成
二
十
二

年
度
か
ら
年
四
回
，
回
覧
方
式
で
発

行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
ご
了

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。な
お「
町

自
連
だ
よ
り
」
十
号
は
三
月
二
十
五

日
発
行
予
定
で
す
。
あ
わ
せ
て
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
町
会
等
地
区
連
合
会
等

交
流
事
業
補
助
金
」
の

交
付
事
業
の
紹
介

市
民
活
動
協
議
会
と
の 

第
２
回
意
見
交
換
会
を
開
催 

広
報
部
よ
り
お
知
ら
せ

東
京
都

「
地
域
の
底
力
再
生
事
業
」

助
成
の
交
付
を
受
け
て

今回は、スタッフの全面的なご協力により、一部カラー
印刷導入を始め紙面構成も大幅に改善し「見やすい紙
面」を試みました。また、長文をじっくり読んでいた
だきたいため，一部，ホームページ掲載にするなどの
工夫をしております。ぜひ、ホームページの方も閲覧
してくださればと存じます。また、皆さんのご意見を
お聞かせくださいませ。　広報部一同

編 集 後 記

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

秋
間
利
久

　

今
年
度
，
会
長
に
就
任
し
て
以
来
，
私

ど
も
の
生
活
の
基
盤
と
な
る
地
域
社
会
を

支
え
，
誰
も
が
安
全
、
安
心
な
生
活
が
で

き
る
街
づ
く
り
を
す
る
た
め
に
、
町
自
連

は
何
を
な
す
べ
き
か
，
常
に
模
索
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
活

動
を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め
に
，
今
年
度

九
月
に
全
地
区
連
合
会
長
が
参
加
す
る
専

門
部
会
、「
事
業
部
」「
広
報
部
」「
総
務
部
」

を
立
ち
上
げ
三
副
会
長
を
部
長
に
任
命
し

各
地
区
連
合
会
の
活
動
を
活
性
化
す
る
た

め
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
そ
の
三
部
の
部
長
の
就
任
の
挨
拶
を

町
自
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
三
役
会
、
役
員
会
に
お

い
て
「
町
自
連
」
と
は
い
か
に
あ
る
べ
き

か
、
議
論
し
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
の

更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
自
連
の
活
性
化
に
向
け
て

参加者の面々
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